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一
宮
市
議
会 

12
月
定
例
議
会 

12
月
3
日
開
会
、
12
月
24
日
閉
会 

 
12
月
定
例
会 

開
会 

12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
ま
ず
補
正

予
算
で
す
が
、
先
日
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
で
火
災
が
発
生
し
、
皆
様
に
は

大
変
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

緊
急
の
対
応
と
し
て
、
他
の
処
分
場
で

不
燃
ご
み
な
ど
の
受
け
入
れ
を
お
願
い

す
べ
く
、
収
集
・
処
理
手
数
料
を
計
上

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
修

繕
費
用
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
一

日
も
早
い
復
旧
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
全
国
的
に
も
台
風
被
害
が
相

次
ぐ
中
、
災
害
対
策
経
費
の
増
額
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
台
風
19
号
に
か
か
る

避
難
所
開
設
の
経
費
や
、
市
民
の
皆
様

へ
の
、
土
の
う
の
貸
し
出
し
が
増
え
た

こ
と
に
よ
る
、
補
充
分
と
し
て
予
算
を

増
額
し
ま
す
。
そ
し
て
、
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
栃
木
市
、
福
島
県
郡
山
市
へ

の
職
員
派
遣
を
通
じ
て
、
被
災
地
支
援

に
あ
た
り
ま
す
。
現
在
も
い
く
つ
か
の

市
か
ら
職
員
派
遣
等
の
要
請
を
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
出
来
る
限
り
対
応

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
、
テ
ニ
ス
場
の
便
所
改
造
に
つ

い
て
は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
全
日
本
選
手

権
の
開
催
を
控
え
、
令
和
2
年
度
ま
で

の
継
続
費
で
工
事
費
の
計
上
を
し
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
来
年
、
東
京
2

0

2

0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ
レ
ー
が
一

宮
に
も
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
準
備
経
費

を
令
和
元
年
、
2
年
の
2
か
年
に
わ
た

っ
て
お
願
い
し
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
名
鉄

一
宮
駅
の
店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ

せ
て
、
老
朽
化
し
た
公
衆
便
所
を
撤
去

す
る
た
め
の
負
担
金
を
計
上
し
て
い
ま

す
。 

 
加
え
て
、
今
後
の
財
政
需
要
に
備
え

て
、
財
政
調
整
基
金
14
億
円
の
積
立
を

行
い
ま
す
。 

 

12
月
補
正
予
算
規
模 

そ
の
結
果
、
補
正
予
算
の
規
模
は
、
一

般
会
計
で
、
13
億
5
，
5

7

4
万
7
千

円
の
増
額
、
特
別
会
計
で
5
億
3
，
4

8

2
万
9
千
円
の
減
額
、
企
業
会
計
で

5
億
4
，
6

8

5
万
円
の
増
額
、
全
会

計
で
は
、
13
億
6
，
7

7

7
万
7
千

円
の
増
額
補
正
と
な
り
ま
し
た
。 

単
行
議
案
の
主
な
も
の
は
、
受
益
者

負
担
の
見
直
し
と
市
民
負
担
の
公
平
性

を
確
保
す
る
た
め
、
各
種
使
用
料
及
び

手
数
料
の
改
定
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し

ま
し
た
。 

「
一
宮
市
手
数
料
条
例
」
な
ど
9
条

例
の
ほ
か
、
尾
張
一
宮
駅
前
ビ
ル
の
シ

ビ
ッ
ク
テ
ラ
ス
の
利
用
料
金
に
つ
い
て
、

営
利
営
業
行
為
に
当
た
ら
な
い
利
用
に

係
る
料
金
を
有
料
化
す
る
「
一
宮
市
尾

張
一
宮
駅
前
ビ
ル
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正
案
件
、
そ

の
ほ
か
、
国
会
議
員
の
取
扱
い
に
準
じ

る
「
一
宮
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
」
、
国
家

公
務
員
の
取
扱
い
に
準
じ
る
「
特
別
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
」
な
ど
2
条

例
の
一
部
改
正
案
件
を
可
決
。 

ま
た
、
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境

譲
与
税
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

今
年
度
か
ら
森
林
環
境
譲
与
税
が
交
付

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
一
宮
市

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
を
設
置
し
、
そ

の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
た

「
一
宮
市
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」
の
新
規

制
定
案
件
も
可
決
致
し
ま
し
た
。 

常
任
委
員
会
報
告 

●
経
済
教
育
委
員
会 

 

一
宮
市
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
の

火
災
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
出
火

場
所
が
不
燃
・
粗
大
ご
み
処
理
ラ
イ
ン

の
二
次
破
砕
機
後
の
か
ら
破
砕
物
搬
送

コ
ン
ベ
ヤ
上
。
原
因
は
、
二
次
破
砕
機

で
の
破
砕
過
程
で
発
熱
し
た
金
属
片
あ

る
い
は
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
な
ど
が

火
種
と
な
り
、
コ
ン
ベ
ヤ
上
で
加
熱
性

の
破
砕
ご
み
に
燃
え
広
が
っ
た
と
の
報

告
。
さ
ら
な
る
分
別
に
ご
協
力
を
。 

一宮市議会議員 

岡 本 将 嗣 

 

貴船児童ク

ラブ、 

 

場写真 

12月定例議会 私の一般質問・質問席  

貴船児童クラブ、 

 

場写真 

一宮駅の老朽化した公衆便所・出入り口 

貴船児童クラブ、 

 

場写真 



2019/ 12/24  42号                             市政の動き・自分史、                    一宮市議会議員 岡本将嗣 

 

岡本将嗣のアルバム              
高校時代、野球部でした。年に一

度、現役高校生との親睦試合。OB

会長として、采配を振るいました。

勝敗はさておき、続けて生きたいと

思います。 

孫娘、4 歳の誕生日。弟の凰李く

んと、お刺身を前に仲良くピース写

真。おめでとう。瑠月さん。 

もう 1人、今年生まれた長男の娘。

可愛い顔して、泣き出したらもう大

変。思いっきり大きな声で、気張り

すぎて顔が真っ赤になります。 

自動車メーカーとのタイアップを目指して 

梓月ちゃん、ご機嫌さん 瑠月さん、4歳の誕生日。 

尾北野球部OB会・試合後の集合写真。 

名鉄東岡崎駅前のペデストリアンデッキ 

中心市街地の電線に止まるカラス 

今
回
の
、 

一 

般 

質 

問 
■
『
災
害
時
の
電
源
確
保
』
に

つ
い
て 

市
内
61
の
小
中
学
校
が
指
定
避
難
所
と

な
り
、
多
く
の
市
民
の
方
が
避
難
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
指
定
避

難
所
に
は
備
蓄
資
機
材
が
様
々
準
備
し

て
あ
り
ま
す
が
、
大
規
模
停
電
が
発
生
し

た
時
、
備
蓄
資
機
材
で
電
源
確
保
で
き
る

の
か
、
ガ
ソ
リ
ン
を
燃
料
と
す
る
発
電
機

2
台
と
燃
料
の
ガ
ソ
リ
ン
缶
を
備
蓄
、

最
低
限
の
電
源
は
確
保
し
て
い
る
と
の

答
弁
。
電
気
自
動
車
の
活
用
な
ど
災
害
時

の
電
源
確
保
の
た
め
に
、
何
か
新
し
い
施

策
は
あ
る
か
の
問
い
に
、
電
気
自
動
車
を

電
源
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
接
続
機

器
の
「
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
」
の

利
用
を
検
討
す
る
と
の
答
弁
。 

 
 

■
銀
座
通
公
共
駐
車
場
の
活
用

と
駅
周
辺
の
活
性
化
に
つ
い
て 

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
駅
前
駐
車
場
の

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
能
が
不
足
の

場
合
、
駐
車
場
事
業
は
ど
う
す
る
の
か
、 

耐
震
工
事
に
つ
い
て
の
概
算
見
積
の
結

果
で
判
断
す
る
と
の
答
弁
。
地
下
駐
車
場

も
含
め
駅
か
ら
銀
座
通
へ
の
デ
ッ
キ
（
高

架
の
歩
道
）
の
整
備
を
中
長
期
的
に
や
れ

な
い
か
。
駅
構
内
及
び
駅
前
ビ
ル
ま
で
含

め
た
大
規
模
改
修
と
セ
ッ
ト
と
な
る
た

め
難
し
い
と
の
答
弁
。 

 
 

 

 

夢
の
あ
る
対
策
を
、
も
う
少
し
考
え
れ
な

い
も
の
か
。
中
核
市
と
な
る
一
宮
市
の
玄

関
口
、
東
岡
崎
駅
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ

ッ
キ
を
視
察
。
年
末
に
は
供
用
開
始
予
定
。

人
の
流
れ
を
生
み
出
し
、
「
ウ
ォ
ー
カ
ブ

ル
推
進
都
市
」
車
か
ら
人
、
居
心
地
が
よ

く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
を
目
指
す
。

と
て
も
こ
の
ま
ま
で
は
寂
し
す
ぎ
る
。
中

長
期
的
の
意
味
を
し
っ
か
り
と
考
え
、
次

世
代
次
々
世
代
へ
何
か
残
し
て
や
り
た

い
と
考
え
ま
す
。
駅
前
周
辺
の
容
積
率
緩

和
も
実
現
し
、
地
上
・
地
下
と
新
た
な
取

り
組
み
も
今
後
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
賑

わ
い
の
創
出
は
、
ま
ず
中
心
市
街
地
か
ら

で
す
。 

■
中
心
市
街
地
の
カ
ラ
ス
対
策 

 
 

夕
方
の
街
中
の
空
、
カ
ラ
ス
の
群
れ
で
気

持
が
悪
い
。
ふ
ん
害
で
衛
生
的
に
も
良
く

な
い
。
ゴ
ミ
を
散
ら
か
す
な
ど
な
ど
、
私

の
と
こ
ろ
に
何
と
か
し
て
く
れ
と
の
声

が
、
鳥
獣
保
護
法
な
ん
て
カ
ラ
ス
に
は
当

て
は
ま
ら
な
い
の
で
は
、
捕
獲
・
駆
除
で

き
る
法
案
を
国
に
提
出
し
た
い
。
過
去
に

も
一
般
質
問
し
た
が
、
対
策
が
中
途
半
端

だ
っ
た
気
が
し
ま
す
。
鷹
匠
投
入
・
レ
ー

ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
掃
射
な
ど
、
新
た
な
対
策

と
し
て
試
験
的
に
で
も
導
入
し
な
け
れ

ば
市
民
の
方
々
に
も
申
し
訳
な
い
。
私
の

Ｆ
Ｂ
で
も
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
真
清
田
神
社
様
の
森
・
大

宮
公
園
の
森
へ
、
レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
を

掃
射
す
る
な
ど
、
公
共
施
設
に
設
置
す
る

等
対
策
を
講
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

令
和
2
年
1
月
以
降
の
、 

市
・ 

連
区
・ 

後
援
会
の
各
行
事

の
ご
案
内
。 

◎ 

1
月
1
日
（
水
）
午
前
9
時
00
分

～
岡
本
ま
さ
し
（
自
宅
に
て
） 

新
年
賀
詞
交
換
会 

◎ 

1
月
1
日
（
水
）
午
前
11
時
45
分
～ 

一
宮
市
長
挨
拶
会 

 

◎ 

1
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
00
分
～ 

『
一
宮
市
消
防
出
初
め
式
』 

 
 
 
 

九
品
地
公
園
競
技
場 

◎ 

1
月
12
日
（
日
）
午
前
9
時
30
分
～ 

『
第
72
回
一
宮
市
成
人
式
』 

 
 
 
 

一
宮
市
民
会
館 

岡
本
ま
さ
し 

初
参
り
の
ご
案
内 

 
 

伊
勢
神
宮
参
拝 

◎
令
和
2
年
1
月
26
日
（
日
） 

 

岡
本
ま
さ
し
後
援
会
新
春
初
参
り 

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  


